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今回のおはなしのポイント

情報を評価する力が必要になっている

利用教育に批判的読解力の育成の視点
を

司書に必要な３つのCと３つのつ



NHK http://www3.nhk.or.jp/anime/coil/



ウェアラブル・ディスプレイ

オリンパス光学 Eye-trec 慧眼 http://www.olympus.co.jp/jp/news/2008a/nr080225eyetrekj.cfm



バーチャル・キーボード

エンジン 投影型仮想キーボード http://pc.watch.impress.co.jp/docs/2004/0827/tanomi.htm



データベース化する世界

情報はネットワーク上に遍在する

欲しいときにアクセスして情報をとりだす
ー探求型からコンビニ型へ

情報の選択と評価が重要性を増す



私達をとりまく情報の現状

メディアは本当に信頼できるか



テレビの信頼性

「テレビが伝えているから価値がある情報だ」と
いう判断は正しいか？

『あるある大事典』の捏造事件で、視聴者の怒
りが大きかったことは、逆に人々がいかにテレ

ビを信頼しているかを伺わせた。

http://www.fujitv.co.jp/b_hp/aruaru2/



「番組担当者が作成したものだが、
ねつ造ではない」

「TBSが12日夜に放送
した番組で、2chにそ
っくりのデザインだが
実在しない掲示板の
映像が放映され、「ね
つ造では」とネット上で
“祭り”になった。TBSは、
担当者が作成したも
のであることを認めた
上で「ねつ造ではな
い」と釈明した。」

ITmedia 2007年03月13日 21時29分
更新http://www.itmedia.co.jp/



テレビ放送の問題点

放送番組基準
－総務省による保護とコントロール

娯楽偏重－60パーセントが娯楽番組

企業ロジックの専横－スポンサーの意向を強く反映

映像の真実性－横行する「やらせ」、映像は真実だと思う

視聴者

7割の番組が低価格で下請けに外注

－無責任、社会的責任の無自覚

渡辺武達『メディア・リテラシー』ダイヤモンド社,1997



新聞は信頼できる？

「ごはん食べる子 元気っこ－『いつも楽しい』
パン派を上回る」

京都新聞2007年6月21日

「バランス朝食は早寝早起き・・・千葉大の調
査」

読売新聞 2007年6月1日



マスメディアの限界

限られた時間の中での制作

利益第一主義（視聴率、販売部数）

情報源とのもたれあい

自主規制（とりあげられないテーマがある、
スポンサー、系列、監督官庁等は批判さ
れないｅｔｃ．）



マスメディアの系列

朝日新聞ー

読売新聞ー

毎日新聞---
産経新聞ー

日経新聞---
メディアミックスによる情報包囲が可能

テレビ朝日

日本テレビ ー中央公論社

TBS
フジテレビ ー扶桑社

テレビ東京



メディアにとって情報は商品である

メディアの上の情報は

選択されている

編集されている

ときに情報は捏造される



ウェブ上の情報の問題点

デマ情報

Snowball the 
Monster Cat

http://www.museumofhoaxe
s.com/snowball.html



玉石混淆の掲示板

価格.com http://bbs.kakaku.com/bbs/00200615428/BBSTabNo=1/CategoryCD=0020/ItemCD=002006/MakerCD=76/?ViewLimit=0&SortRule=1&ClassCD=3



ウェブ上の情報の問題点

1、誰のチェックも受けずに情報発信が可
能

２、フロー情報で内容の保証ができない

３、匿名性

４、棲み分けのないバーチャル空間



書籍なら大丈夫？

「100匹目の猿」のエピソードは、ラ
イアル・ワトソンの『生命潮流』の中
で紹介され一時ブームとなった。

しかしこのエピソードにはワトソン
の創作だったことがわかり、後に自
ら否定された。

ライアル・ワトソン ・木幡和枝
『生命潮流：来たるべきものの
予感』工作舎 1981



誤りでも面白ければ商品価値がある

しかし「百匹目の
猿」を題材にした
書籍は出版され続
けている。

船井 幸雄『 「百匹目の猿現象」を起

こそう！―思いをひろげ、未来をつく
る』サンマーク出版 2006



書籍というメディアの問題点

委託販売制度

書店の在庫飽和、返品サイクルの短期化

出版種数の異常な増加

外注下請けによる安易な出版企画

良質の本が十分出回っているわけではな
い

書籍も商品（消耗品）である



すべての情報には
バイアスがかかっている

事実

表現

その人の知識や立
場によって情報が
選択、編集される

全ての事実を把
握できるわけで
はない

表現力には個人
差がある

主観



評価を前提とした情報の活用

事実はあるが、メディアに取り上げられた
時点で様々に加工されている

☆なにが「正しい」かではなく、全てが

疑いうるという相対的な視点が必要

思考停止状態からの脱却

批判的読解力の必要性



情報リテラシーと情報の評価

図書館利用教育と批判的読解力



日本図書館協会『図書館利用教育ガイドライン』

「目標と方法」（総合版）

５つの領域

領域１ 印象づけ

領域２ サービス案内

領域３ 情報探索法指導

領域４ 情報整理法指導

領域５ 情報表現法指導

＊情報活用のステップに沿って

具体的に目標と方法を示した



『図書館利用教育ガイドライン』にみる

情報リテラシーのイメージ

情報を主体的に活用していく能力（情報を活用して課題を解決していく能力）

情報探索

情報整理

情報表現
情報の活用

問題解決や社会への

働きかけ

社会

情報の活用・循環する情報のイメージ

印象づけ

サービス案内

図書館利用教育の入り口

情報の整理

情報の評価

クリティカルリーディング
/情報の評価のポイント



『インフォメーションパワー 』での位置づけ

情報リテラシーを身につけた人は

１、情報に効率的かつ効果的にアクセスする

２、情報を批判的かつ的確に評価する

３、情報を正確かつ創造的に活用する

４、自分の興味に関連させて情報を追求する

５、書物やその他の情報の創造的な表現の真価を認める

６、情報の探索と知識の生成がうまくいくよう努力する

７、民主主義社会における情報の重要性を認識している

８、情報と情報技術に対して倫理的行動を遵守する

９、情報の探求と生成を行う個々のグループに効果的に参加す
る

（Information Power. AASL.1998.より）



文科省の情報教育の目標

①情報活用の実践力
「必要な情報を主体的に収集、判断、表現・処理・創造し（中略）発信・

伝達できる能力」

②情報の科学的理解

「自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解」

③情報社会に参画する態度

「情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し」

文部省調査研究協力者会議「体系的な情報教育の実戦に向けて」



図書館利用教育の実践

ガイダンス

ー印象づけ、利用案内

文献探索指導・データベース利用法指導

ー情報探索法指導

レポート作成法・プレゼンテーション実施
法指導

ー情報表現法指導「情報の評価」はどうしよう？



図書館は評価とどう関わるか？

図書館は指導をしない？

指導は学校で
図書館は中立？

判断するのは利用者自身
図書館の資料は信頼できる

活字資料だから安全

図書館での情報リテラシー指導は文献探索法
まででよい？



批判的読解をどう教えるか

批判的リテラシーの育成の方法



図書館の「情報リテラシー」

スタンス：調査研究のためのリテラシー

メディア：活字情報（文献）

方法：文献どうしの比較による有効性判断

文献探索法を中心に発達してきた

「評価」も調査研究に有効な文献を探すた
めという意味合いが強い



従来型の「メディアリテラシー」

スタンス：弱者に対する啓蒙的リテラシー

企業⇔消費者という対立の構図

メディア：テレビ、娯楽雑誌、新聞などのマ
ス・メディア、特に商品広告

方法：メディアの表現手法を学ぶ

科学的根拠にもとづく客観的評価

図書館の情報リテラシーと立場が異なる



枠組みをこえて

これまでの「情報リテラシー」や「メディアリ
テラシー」の枠を超えた、情報読解能力習
得支援の方法を探る必要がある



『情報の達人』に見る評価の基準

1 誰が書いているか
2 どこから出版・公開されているか
3 客観的にかかれているか
4 いつ作られたものか
5 どんな情報をもとにして書かれている
か？

DVD『情報の達人』テキスト第2巻 紀伊國屋書店，2007，
p.22-25



利用教育に「情報の評価」をとりいれる

公共図書館で司書がいきなり「メディアリ
テラシー」の指導をするのはまだ無理があ
る

学校図書館や大学図書館では教科の授
業と連携して、批判的読解力習得のため
の指導を実施することができる

それ以外に図書館に可能な方法で情報の
評価を支援することはできないか？



レファレンスの際の個別指導

メディアの特性の違い

立場が異なる著者による意見の違いなど

利用者によって指導できるときと、できな
いときがある



メディアの作り方を学ぶセミナーも有効

http://www.city.urayasu.ch
iba.jp/a200/b001/d063000
86.html



情報読解力の習得を支援する（１）

信頼できる文献やデータで検証することは
有効

しかしそれには訓練が必要

その調査を司書がお手伝いする

メディア 市民（利用者）
情報

評価

質問

回答

資料に
基づく
調査

図書館



分からないことなら司書に訊け

情報の検証を支援するー図書館の資料
で判断できるもの

データや文献の取り扱いに精通している
こと（リサーチリテラシー）

メディアの製作過程を理解していること

司書は調べ物の達人でなくてはならない



情報読解力の習得を支援する（２）

役に立つのは信頼できる人の意見

信頼できる人を探すのは大変

ウェブを利用できない人も多い

図書館が人のネットワークの入り口になる

メディア
市民（利用者）

情報

評価

図書館

達人

達人



達人のネットワークをつくる

図書館が人のネットワークのゲートウェイに
なる

司書で対応できない判断は、信頼できる
人の応援を求める

人を探しだす能力

人的ネットワークを組織する能力

☆司書にはコーディネート能力が求められ
る



まず司書より始めよ

批判的読解を教えるには司書自身が批判
的読解力を身につけている必要がある

人と情報をむすび、人と人とを結ぶ
ーコミュニケーション能力が必要

情報を活用して社会に参加する意識

司書自身がまず「思考停止状態」からの
脱却をはからなくてはならない



司書に求められる３つのC

１､批判的思考力 CRITICAL 
READING

２､コミュニケーション（表現と理解）

COMMUNICATION
３､コラボレーション（情報の共有と共働）

COLLABORATION



しかし批判的に思考することは難しい

他人との対立を避け、協調していたいとい
う傾向

批判的に考える訓練ができていない（従
順をよしとする教育）

消費者意識、主権者意識が弱い（主体性
が確立できていない）

権威や有名人に弱い（長いものには巻か
れろ）

面白くない真実より楽しい嘘を選ぶ



そこで魔法のひとこと

（特別公開！）



おかしいと感じたらこう言おう

なんだか納得できないな

→なんでやねん！

これは疑わしいぞ

→ほんまかいな？

批判的思考は「つっこみ」からはじま
る



なぜ「つっこみ」に注目するか？

楽しくないリテラシーには人はついてこな
い

相対的視点を身につけるには頭の柔軟さ
が必要

弱者が権威に立ち向かうにはユーモアが
必要

→大阪の人は＜オレオレ詐欺＞に引っ
かかりにくい



「つっこみ力」という考え方もある

「愛」と「勇気」と「笑
い」で権威を批判す
る

世の中をおもしろく
する

民主主義国家とは、
正しい国のことでは
なく、おもしろい国
のことである マッツァリーノ，パオロ

『つっこみ力』筑摩書房 ，
2007



司書に求められる３つの「つ」

１､批判的思考力

CRITICAL READING
２､コミュニケーション （表現と理解）

COMMUNICATION
３､コラボレーション （情報の共有と共働）

COLLABORATION

つながり

つっこみ

つくりだす



では、ごいっしょに

なんでやねん？

ほんまかいな？



楽しい「情報の評価」をめざしましょう

本日は特別に情報読解力養成しおり
をプレゼント！
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